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※携帯の方も見られます(おそらくブログのみなのですが…) 

 

さてみなさん、前回の号外に引き続き、ほんとの会報です。 

前回例会に来られなかった方にも内容を感じていただけるように、前回報告がたっぷりです(携帯の方、すみま

せん…)。あと、「譲ります」「譲ってください」など、この研究会を「お得」に使われている報告も聞けるよう

になってきました。どうぞ皆さん、良いように使ってくださいね～。提案やご意見もいつもお待ちしております

♪。 

 

目次 1.前回例会報告 

2.伝言板とコラム 

3.次回例会案内(次回は 1/6。伏見桃山の素敵なマンションの一室「yuj(ゆじゅ)」にて行いますよ。) 

4.編集後記 

 

1.第三回例会報告 

♪「京都音楽療法研究会」 第３回例会 

     日 時 ： ２０１２年１１月１８日（日）１３時３０分開始  

  場 所 ： 京都市東山いきいき市民活動センター 

○１３：３０から 

フリータイム             

○１５：００から 

「続けることにこだわって」 被災地支援の音楽活動について 

                                 話題提供者：水上恵美さん 

○参加人数 １７名 

○会計報告 ４０円（参加費１人分）×１７名＝６８０円   

            １０円（資料コピー代１人分）×１６名＝１６０円 

                       集金合計 ８４０円 

           経費 部屋代４００円、コピー代１８０円 

                       残金 ２６０円 

○感想  

フリートークは自己紹介から始まり、なかなか例会だけでは名前と顔が一致しない方も少しずつ一

致するようになってきた気がします。今回は音楽の著作権について色々質問や意見が出ていました。

言葉だけは知っていてもなかなか実際には関わったことが無くわからないことが多いと再確認して

しまいました。一度著作権料が発生する時はどんなとき？とか、どのぐらいの料金がかかってどのよ

うなシステムか調べてみないといけないと感じました。後半の水上先生のお話は、色々と考えること

が多かったのと、写真見たりやお話を聞くだけで胸が痛む感じでした。まだまだ余震が続く中、被災

地で生活されている方々への支援は続けて行うことが大切なんだと痛感しました。これから自分に出

来ることをもう一度考えていきたいと思いました。貴重なお話ありがとうございました。 

 (今回会計:松原寿子さん…きれいな画像も!) 
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水上さんの「続けることにこだわって」のお話、本当に有り難うございました。８月の研究会で、

高石さんが「２，３日経っても心に残っていたら…」というお話がありましたが、ずいぶん経った

今も、水上さんのお話が心にしっかりと残っています。柔らかな声で語られる水上さんのお話に、「同

じ京都の今ここに、そんな音楽療法の仲間がおられるのだ！」と、驚き、そして頭が下がる思いで

一杯でした。その時から少し経ち、テレビに映る被災地の様子を、今までとは少し違う気持ちで見

ている自分に気がつきます。チャリティーライブ、きっと聴きに行きたいです！それともう一つ、

北田さんがブログで書いておられたけど、『…色んな所での「支援」とつながるのではないかなあ…』

ということを、とても感じました。 

 音楽療法を続けるなかで、いろんなことに悶々としていますが、何か少し光りが見えて来るよう

な…そんな気持ちにさせて頂きました。本当に有り難うございました。 

 そして、この研究会の皆さんはとても仲が良いな～と、それってムチャクチャ素晴らしいことや

な～と、そんなことを感じて帰りました。 (K.M) 

 

(K.M)さん、ありがとうございます!! そして次は、史上初!参加していない方からの「想像しての感想」(笑)です。 

 

第３回例会の感想を想像から書きます。『続けることにこだわって』というテーマから感じる水

上先生のイメージは華奢な身体に粘り強さを想像させます。まるで東北の風土や人々のように・・・ 

温暖な宮崎生まれで沖縄育ちの私からすると（土地柄より持ってうまれた性格が大きいか…）一番

苦手なテーマなのです（笑）。(えみそら♪さんの)ＨＰもときどき拝見させて頂いてますが、ここ

でも反省させられて・・・ どんな良いことも継続しなければ、関わった人々は悲しみますよね。

私もライフワークにしたいテーマ（ＨＰ…http://haisai10tomosanta.jimdo.com）を途中で投げ出

さず継続したいものだと感じました。 例会には前日の沖縄での同窓会に出席した為に参加できま

せんでしたが、そこでの私なりの音楽療法を感じとった瞬間をＨＰでブログに（『生まれ故郷の上

空を飛んだ』『大丈夫』）しましたので、良ければご覧ください。(T.H) 

 

《水上さんより…》 

「続けることにこだわって ～音楽でつなげよう 届けよう音楽プロジェクト～」 

お話しさせていただいて 

研究会でこの活動についてお話できる機会をいただきまして、ありがとうございました。 

当日お話ししましたが、先に沢山の文字にしてしまうよりも、話していくうちに思い出したことや、感じたこと、

みなさんから聞いていただいたことなどを自分の言葉でお話ししようと考えて、その時間を迎えました。いざ話

し出してみると言葉に詰まってしまったり、感情の方が先に走って行って言えなくなってしまったり。伝えるこ

との難しさを改めて感じましたし、自分にとって平気でないことを沢山体験していることにも改めて気づきまし

た。 

 ライブを始めて、その準備の段階から含めると１年９か月ほどになりました。この年月は、そのまま、私自身

が周りの多くの人に支えられたり、引っ張ってもらったりしてここにいるのだということを心から実感すること

につながっています。 

その前の年から「来年はライブをやろうね」がえみそら♪二人の合言葉のようになっていましたが、結果的に

はこの震災が、私たちの背中を押すことになりました。 

 “５年、１０年後も続けられること”＝“音楽すること、歌うこと”だと思ったものの、えみそら♪二人でで

もライブをやりたいとはなかなか言い出せませんでした。動き出したのはそらさんの「二人でもやろう」の一言

でした。 

http://haisai10tomosanta.jimdo.com/


 「二人で」と肩に力も入り、緊張した状態だったのが、その後すぐに奏（現：わおん）の二人が合流してくれ

ることになり、同じ思いを持つ人がいることを心強く感じました。 

そしてライブが始まると、さらに大きな輪の中にいると知ることになります。 

会場の設営、お客様の対応、休憩時のお茶の準備などなど演奏以外のことを、毎回、こころん（音楽院卒業生

と作る音楽グループ）のメンバーが整えてくれています。来てくださった方に気持ち良くいてもらうこと、その

ためにもいい演奏をすることに私たちが集中できるようにと、こまごまとした心配りや作業を毎回てきぱきとこ

なしてくれているメンバーにはとても感謝です。 

また、回を重ねるごとに、来てくださるお客様同士がお話をされていたり、ここがご縁で、公民館で開かれて

いた震災関連の展示会を地域の保育園の子どもたちが見に行ったり。とても小規模のこじんまりしたライブでは

ありますが、その分一人一人の顔が見えて、お客様と私たち、お客様同士のつながりというのも感じられるもの

になってきました。 

当日も少しだけふれましたが、私自身９５年の阪神大震災では灘区で被災しました。結婚して神戸に移り住ん

でちょうど１年が経ったところで、大学院を修了する年でした。自宅のハイツの部屋は全ての物が倒れてメチャ

メチャになり、外の階段が壊れました。神戸で避難し、その後すぐに大阪の実家に身を寄せましたが、神戸での

仕事のめどは立たず、４月に高槻市に越しました。 

 突然の大きな音に冷や汗が出たり震えたりというのが治まるまで３年ほど、震災のことをちゃんと話せるよう

になるまで５年以上かかりました。復興しようと頑張っている神戸を出たことにもとても罪悪感がありました。 

生活も精神的にも立て直せたと感じたのは３人目の子どもが１歳をすぎた頃。震災から１１年経っていました。 

東日本大震災の映像を見たときに、「１０年」を意識したのは多分自分のこのような経験があったからかもしれ

ません。 

避難していたとき、ラジオからはずっと安否情報と、移動する人のために気象情報、危険個所の情報、交通復

旧情報が流れていました。食料や水などのことがあるので、行くあてがある者は早く避難所から出なければとい

う雰囲気の中、その情報に皆が耳を傾けていましたが、２日目、ラジオから「上を向いて歩こう」が流れました。

その時、そこにいたみんながすーっとラジオに寄っていきました。恐らくみんな無意識のうちに。そして曲が終

わるまでじーっと聞き入りました。誰もがほっとした表情でした。「こんな時に音楽をかけるなんて、非常識だ」

という議論があったようですが、音楽を必要としている人が沢山いたと私は思います。 

 私が絵を描く人だったら、また力仕事のできる人だったら、ほかに何か技術を持っている人だったら、その仕

事で今回の復興支援に関わったでしょう。でも、歌を歌う人で、音楽に関わる人で良かったと自分では思ってい

ます。 

音楽をお金を集めるために使うこと、またはチャリティーそのものに対して、色々な意見があり批判されたこ

ともあります。言われて気にしたこともありますが、岩手や宮城に行ってみて、そんなこと言ってる場合じゃな

いように感じました。応援してくれる人がいる間は、批判は気にしないようにしようかなと思います。 

 ライブを始めて１年間、毎回言い続けた言葉は「早くこのライブから、チャリティーと言う言葉がとれますよ

うに。チャリティーじゃなくなっても、聞きにきてくださいね」でした。でも、昨年１１月についで６月に宮城

に行ってから、これが言えなくなりました。どう考えても、チャリティーという言葉がなくせるのは、まだまだ

かなり先だと感じました。写真でも見ていただきましたが、津波に襲われた場所はやっとがれきが除かれたとこ

ろが多く、そこを人が住めるようにするには一体どれくらいかかるのか、予想もできない状態です。昨年１１月、

今年の６月、１１月とその状態はあまり変わっていません。がれきは行く場所がないため積み上げられたままに

なっているところが多く、どこも飽和状態です。 

かといって、原発事故のことがありますから、ほかの自治体ががれきを引き受けることができないのも仕方が

ないように感じます。研究会で、何度かがれきを他にやることができないからそのままになっているとお伝えし

ましたが、それは、他の自治体が引き受けたらいいのに、と思っているわけではなく、本当に動かせないのでは



ないだろうか、とも思うのです。それもお伝えしたかったことでした。動かせないならそのように、動かせるな

らどこに、と、政治にかかわってる人は何かいい方法をとれないんでしょうか。 

 ぐだぐだしてる政治を見ていると、そんなことで足引っ張り合ってる場合じゃないやろ！とツッコんでしまい

ます。 

 宮城でおじゃましている保育園では毎年畑を借りて園児たちが色々な野菜を作っていましたが、原発事故の影

響でそれができなくなっていました。津波で流されていない場所、見た目に比較的被害が少なかった場所につい

てはあまり報道されることはありませんが、こんな風に、子どもたちの日常にもいろんな影響が出ていました。 

そして、震災から１年経った今年３月以降、被災地以外から訪問する人は極端に減ったのだそうです。 

震災直後は音楽その他で訪問しようとする人が多く、それを調整するのに一苦労だったそうですが、１年が経ち、

忘れられたかのようになっているところが数多くあるようです。 

 遠い地からの訪問というのは時間的にも金銭的にもやはり大変だと実感します。しかし、１度だけ、その時だ

け、騒がれているときにだけ訪問するのは、なしだと思います。これは、私的にも、また、音楽療法士の立場か

らもそう思うのです。時間とともに忘れられる、生活は立て直っていないのに。それは焦りや失望感を生みます。

自助努力には限界があります。同じように被災した人同士だからこそわかりあえる部分もありますが、その人た

ちには言えないこともあります。自分よりも怖い思いをしたかもしれない人に、「こわかった」「つらかった」と

は言いにくいのです。仮設が出来、食べるものや着るものなどの生きていく最低限のものが一応確保できている

今からが、私たちのような活動は本番かもしれません。 

 １度目の訪問の後は、現地で音楽活動をする人を金銭面で支援する活動に切り替える方が、効率が良いのでは

ないかと考えていました。２度目、６月に再度訪問して、訪問する人が極端に減ったことを聞き、「また来てね、

きっと来てね」と言われて、回数は少なくても、効率的ではなくても、遠い関西から、「忘れてないよ」と訪問

することもまた、一つの形なのではないかと思うようになりました。 

 この活動を始めた時、中１、小２、４歳だった子どもたちはそれぞれ、中３、小４、６歳になりました。ほと

んど毎回ライブを見に来てくれています。わおんさんの時は嬉しそうに楽しそうに参加していますが、母が歌う

と「お母さん、まちがわへんかな」「急に音外さへんかな」と心配になるそうで、緊張した面持ちで見ています。 

でも、そこで色々と骨を折ってくれている人たちを見、わざわざ電車に乗ってライブを見に来てくれている人た

ちを見、一緒に歌ったり話に耳を傾けてくれる大人たちの姿を見て、それぞれに何かを感じているようです。 

 活動を始めて１年くらいの頃、中３の息子が「お母さんは何で人のためばかりに走り回ってるの？」と聞いた

ことがあります。その時私の口からでたのは、「外からは、人のためって見えてるかもしれんけど、そうだけじ

ゃない気がする。自分のためでもあると思う」という答えでした。素直な疑問に対して出た素の答えは、自分の

中にあった本音だと思います。 

 震災直後、体験と重なって身動きがとれなかった２日間、その後の「えいっ！」と動けるきっかけとなった相

方や周りのサポートがなかったら、もしかすると今でもショックや怖さで動けないままだったかもしれません。 

 好きな歌を通して、色んな人と出会ってつながって、今は「歌わせてもらっている、聞いてもらっている」と

いうのが正直な気持ちです。 

 おそらく、細く長くといった表現がしっくりくるような活動になると思いますが、続けているうちに、そこに

何かしらの形でかかわってくれた人からまた何かの広がりが生まれて、つながりができて、思いを寄せてくれる

人が少しずつ増えるかもしれません。 

 今回は思いがけず一度にたくさんの方にお話をするという形で、この活動を知ってもらうことができました。

ちょっとした何かの機会に、これまたちょっと、「あ～、あんなことやってる人がいたなあ」、などと思い出して

もらえるきっかけになれたらうれしいです。 

 あ～、もしかすると、現地に行くには相当な覚悟が、と思われてしまったかもしれません。でも、機会を作れ

るなら、観光で行ってみてください。おいしいお酒、おいしい食べ物やきれいな山々。 



３度しか訪問していませんが、なぜか私たちには行きつけの、おいしーい居酒屋さんがあります。

行かれる方には、こっそりお教えしますよ(^_^)。 

                        次回のライブは２０１３年２月２日（土）の予定です。 

                  ただ今、京都寄りの場所で、会場を探しております（場所は未定です）。 

  

                                こころん 

えみそら♪    水上恵美 

 

2.伝言板とコラム 

  ※今回、伝言板もコラムもないのですが、前回の「伝言板」に掲載しました「譲ります」の譲り手が決まっ

たり、例会で「どなたかドラムを譲ってください」と言ったら譲って下さった方がおられた…など、なか

なか活用されてます。皆さん、ダメ元で言ってみてください(笑)。「こんなこと教えて」とか「こんなこ

と教えられるよ」とか、見えないものでもいいかもです。 

 

3.次回例会 

※先日の「号外」と全く同じ記事です～。 

■第４回例会 

  ♪日 時 ２０１３年１月６日（日） 13:30～16:00頃  

  ♪場 所 やさしい音色たちの集い yuj（ゆじゅ） 

          京都市伏見区桃山町鍋島 2-1 桃山プラザ 307 （国道２４号線御香宮交差点東南） 

地図 URL  http://www.mapion.co.jp/m/34.92893056_135.77159167_10/ 

  ♪アクセス JR宇治線「桃山」西へ徒歩 3分 ～普通のみ停車～ 

            京阪本線「伏見桃山」東へ徒歩 6分 ～準急・普通停車～ 

            近鉄奈良線「桃山御陵」東へ徒歩 5分（地下鉄烏丸線と乗入れ）～急行停車～ 

           ※ 基本マンション内で駐車はできません。 近くに有料 Pあり。御香宮神社境内にも多数 OK。 

              当日迷われた方は、０７５－６２２－２８５４にお電話下さい 

   ♪申 込   12/31(月)までにメール(研究会宛。上記参照。)or ハガキ(畑陽子様宛)にて。 

♪内 容  ハンマーダルシマーミニコンサート＆ 

これまでの音楽療法活動について＆ダルシマーレクチャー 

  ♪演奏及び報告   稲岡大介氏 （詳しいプロフィールは氏の HPで http://www.inaokadaisuke.net/） 

  

     

 

 

 

 

 

 

4.編集後記～下関だより～ 

今年は私個人的にも、この研究会にとっても激動の年でした。これを続けることにしてほんとに良かったなと私は思っています。

この研究会は本当に皆さんあってのものだし、来年はもっとそれぞれの皆さんにとっていい会に出来たらなあと思います。どうし

ても既成観念にとらわれがちですが、そこをとっぱらっていきたいなあ。あ!皆さんの今年の漢字は何ですか?私は「博」かなと。

「博士課程に入学した」とか「博多に大事な縁が増えた」とかそんな普通な理由なんですけど…。「ひろい」っていう意味もあるみ

たいです。もっとひろく学ばねば～。今年もありがとうございました。みなさまどうか良いお年をお迎えください!! 

§推薦者の畑陽子さんよりご紹介§ 

  稲岡さんは、11月第3回例会から出席の方ですが、以前よりこの研究会に参加希望されて

いてお仕事の都合によりやっと実現しました。私は 2009年に初めてお会いしてから、コン

サートにも行かせてもらっていろいろとご縁が広がり、楽しませていただいています。 

  バリアフリーミュージックグループの活動の事など PC で映像を見ていただいてお話を聞

いたり、実際にハンマーダルシマーを弾いてみたりと、新年に相応しい楽しい会になると思

います。もちろん、真剣な話もありですよ。  


